
Ｎｅｗｓ  Ｒｅ ｌ ｅａｓｅ 国土交通省九州運輸局

平成２１年５月２７日 
 

「なるほど！！公共交通の勘どころ 改訂版」を作成しました 

～地域公共交通の活性化・再生にご活用ください！～ 

 
 
 地域公共交通の活性化・再生のためには、市町村をはじめとする地域の多様な関係者
の方々が主体となって、地域の真のニーズを把握し、当該地域にとって最適な地域公共
交通のあり方について検討し、関係者が一丸となって取り組むことが重要です。 
 
 こうした考え方のもと、平成１９年１０月、「地域公共交通の活性化及び再生に関する
法律」が施行され、また、平成２０年度には、同法律に基づく取組を支援するための「地
域公共交通活性化・再生総合事業」が創設されたところであり、九州運輸局では、「ノウ
ハウ・情報の提供」が必要と考え、コミュニティバスなどを中心として先駆者の知恵や
法制度・補助制度の活用のしかたをわかりやすく整理した「なるほど！！公共交通の勘
どころ（平成１９年度版）」を作成・提供してきました。 
 
 今回、さらに多くの地域でこうした制度を活用し、地域公共交通の活性化・再生を進
めていただくために、コミュニティバスや乗合タクシーだけでなく、鉄道・船も含めて
公共交通を「ネットワーク」として検討することを念頭に置くなど、内容を充実させた
「なるほど！！公共交通の勘どころ 改訂版」を作成しましたのでお知らせいたします。 
 
 
 「なるほど！！公共交通の勘どころ 改訂版」は、九州運輸局ホームページからご覧い
ただけます。 
 【ＵＲＬ】http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/kikaku/file05a.htm 
 
 
 
 
 ＜お問い合わせ先＞ 

九州運輸局 企画観光部 交通企画課 
          担当：城、江藤 

電話０９２－４７２－２３１５ 
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本
書
の
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ら
い

○
地
域
公
共
交
通
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化
・
再
生
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た
め
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は
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地
域
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多
様
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関
係
者
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町
村
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公
共
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通
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業
者
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地
域
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等
）
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て
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地
域
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○
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振
り
役
と
な
っ
て
、
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と
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図
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設
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○
こ
う
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制
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活
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、
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域
公
共
交
通
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活
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化
・
再
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を
図
る
た
め
に
は
、

「
ノ
ウ
ハ
ウ
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供
」
が
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要

先
駆
者
の
知
恵
や
法
制
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補
助
制
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活
用
の
し
か
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を
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
た
知
恵
袋
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」

改
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版
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○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
加
え
、
鉄
道
・
船
も
含
め
て
公
共
交
通
を

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
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た
形
に
改
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○
身
近
な
地
域
で
の
先
進
事
例
や
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
随
所
に
載
せ
る
改
善
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